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ご
ふ
し
ょ......

劫
初
よ
り
作
り
い
と
な
む
殿
堂
に

.............................

こ

が

ね

......

く
ぎ

わ
れ
も
黄
金
の
釘
ひ
と
つ
打
つ

掲
出
歌
集
　 『
草
の
夢
』 

大
正
11 

（
１
９
２
２
）
年
９
月 

（
巻
頭
）

初
　
　
出
　「
萬
朝
報
」 

大
正
11
年 

１
月
21
日 

（
晶
子
44
歳
）

 
　
こ
の
世
の
初
め
、
天て

ん

ち地
開か

い
び
ゃ
く

闢
よ
り
こ
の
方
、.

営
々
と
し
て
築
き
上
げ
ら

れ
て
き
た
芸
術
・
文
学
の
大
殿
堂
に
私
も
輝
か
し
い
黄
金
の
釘
を
し
っ
か

り
と
打
ち
込
み
ま
し
た
。.

  
歌
　
　
意 

3
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　「
与
謝
野
晶
子
の
会
」
が
昭
和
42 

（
１
９
６
７
）
年
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
催
し
た
「
み
だ
れ
髪
展
」
の
あ
と
、
歌
碑

建
立
が
計
画
さ
れ
た
。

　
そ
の
場
所
は
、
鉄
幹
の
父
与
謝
野
礼
厳
（
西
本
願
寺

派
の
僧
）
と
縁
が
あ
り
、
ま
た
彫
刻
家
の
白
石
正
義
氏

や
佐
竹
正
雄
氏
が
本
願
寺
堺
別
院
輪
番
と
知
己
の
間
柄

で
も
あ
っ
た
本
願
寺
堺
別
院
に
決
定
し
た
。

　
歌
は
、
戦
災
に
も
あ
わ
な
か
っ
た
こ
の
豪
壮
な
本
堂

前
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
晶
子
に
と
っ

て
最
も
創
作
活
動
の
充
実
期
の
歌
が
選
ば
れ
た
。
自
分

の
才
能
の
す
べ
て
を
自
覚
し
た
自
信
に
あ
ふ
れ
た
歌
で

あ
る
。

※
堺
別
院
は
室
町
時
代
に
堺
御
坊
と
し
て
、
蓮
如
も
布

教
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
明
治
４
年
か

ら
14
年
ま
で
こ
こ
が
堺
県
庁
の
所
在
地
で
あ
っ
た
。
当

初
の
堺
県
は
旧
天
領
地
だ
け
だ
っ
た
が
、
や
が
て
河
内
、

和
泉
、
大
和
な
ど
を
合
併
し
て
近
畿
地
方
で
も
有
数
の

大
き
な
県
に
な
っ
た
。
明
治
14
年
大
阪
府
に
併
合
さ
れ

る
。.

・所 在 地 本願寺堺別院の境内 （堺区神明町東３丁１－ 10） 
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・建　　立 昭和 43 年５月 26 日　与謝野晶子の会

・デザイン 白石正義

・書 晶子自筆

・連 絡 先 本願寺堺別院　072-232-4417


